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短
期
的
な
人
口
減
少
対
策
に
は
、
移
住
の
促
進
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
人
口
減
少
対
策
は
、
若
者
の
進
学
等
に
伴
う
転
出

超
過
の
抑
制
と
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
市
民
と
一
緒
に
移
住
促
進
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
７
年
度
か
ら
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て

活
動
す
る
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

移
住
定
住
の
促
進
に
資
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
定

住
・
定
着
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
制
度
導
入
当
初
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
解
消
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
に
加
え
、
住
環
境
等
へ
の
支
援
が
実
を
結
び

始
め
、
一
定
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
。

上
越
妙
高
駅
周
辺
の
企
業
誘
致
の
方
針
は

　
　
駅
周
辺
の
企
業
誘
致
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
企
業
交
流
会
や
誘
致
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
よ
り

多
く
の
企
業
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
ほ
か
、

不
足
す
る
Ｉ
Ｔ
人
材
を
地
域
で
育
成
す
る
取
組
に
も
力

を
入
れ
、
更
な
る
企
業
誘
致
の
拡
大
を
目
指
す
。

　
　
高
齢
者
支
援
と
し
て
健
康
で
長
生
き
で
き
る
予
防

医
療
・
予
防
介
護
の
先
進
企
業
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
を
駅

周
辺
に
誘
致
す
る
と
し
た
、
市
長
公
約
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
具
体
的
な
話
が
あ
る
状
況
に
は
な
い
。

　
　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
意
義
を
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
削
減
の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
経
済
活
性
化
や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
促

進
、災
害
時
の
電
力
供
給
の
確
保
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
と
い
っ
た
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
　
名
立
区
に
お
け
る
地
域
主
導
に
よ
る
小
水
力
発
電

事
業
の
導
入
可
能
性
調
査
の
結
果
と
評
価
を
聞
き
た
い
。

　
　
年
間
を
通
じ
て
発
電
に
必
要
な
水
量
が
十
分
確
保

で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
事
業
性
が
確
保
で
き
る
見

込
み
と
の
評
価
を
得
た
。

　
　
導
入
に
向
け
た
課
題
や
検
討
事
項
は
何
か
。

　
　
地
形
に
合
わ
せ
た
導
水
設
備
の
再
検
討
や
、
資
金

調
達
の
手
法
、
事
業
採
算
性
の
再
調
査
等
が
挙
げ
ら
れ

る
ほ
か
、
地
権
者
や
農
業
関
係
者
な
ど
と
の
事
前
相
談

の
準
備
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
　
導
入
実
現
に
向
け
て
の
支
援
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
地
元
主
体
と
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
、
様
々
な

関
係
機
関
と
の
間
に
入
っ
て
具
体
的
な
協
議
を
行
う
ほ

か
、
基
本
設
計
に
進
む
た
め
の
仕
様
の
検
討
な
ど
に
参

画
し
、
側
面
的
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　
他
地
域
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
声
が

あ
っ
た
場
合
、
同
様
に
支
援
し
て
い
く
か
。

　
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
同
様
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
　
当
市
に
お
け
る
小
学
校
の
標
準
学
力
検
査
（
Ｎ
Ｒ

Ｔ
）
の
直
近
の
結
果
と
分
析
、
課
題
を
聞
き
た
い
。

　
　
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
、「
知
識
・
技
能
」
は
同
程

度
だ
が
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
は
苦
手
な
児

童
が
わ
ず
か
に
多
い
。
そ
の
た
め
、
仲
間
と
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
た
り
、
自
分
の
考
え
を
書
き

ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
、「
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ
授

業
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
授
業
改
善

を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
、
小
中
学
生

の
学
び
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
。

　
　
全
て
の
児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、「
学
び
の

深
ま
り
」
が
図
ら
れ
、「
学
び
の
保
障
」
と
「
学
び
の

内
容
の
蓄
積
」
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
自
ら
気
付
き
、
考
え
、
想
像
力
を
働
か
せ
、
道
を

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子

ど
も
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域
や
社
会
を
牽
引
す
る
人

材
の
育
成
や
、
ま
ち
の
活
性
化
の
原
動
力
強
化
に
も
大

き
く
繋
が
る
と
考
え
る
が
、
学
校
で
の
取
組
と
、
今
後

の
教
育
委
員
会
と
し
て
の
進
め
方
を
聞
き
た
い
。

　
　
全
校
共
通
の
学
校
教
育
目
標
の
下
、
小
学
校
で
は

地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
、
中
学
校
で
は
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
意

識
を
高
め
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

平
原　
留
美
（
つ
な
ぐ
）

市
民
と
共
に
移
住
定
住
の

機
運
を
盛
り
上
げ
て
！

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

小
水
力
発
電
事
業
の

導
入
で
地
域
を
元
気
に
！

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

子
ど
も
の
育
成
に
向
け
て
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